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本
稿
は
、
中
近
世
日
本
に
お
け
る
明
代
日
用
類
書
の
享
受
を
伝
え
る
一
例
と
し
て
、

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
の
奈
良
絵
本
『
山
海
異
形
』
の
解
題
と
翻
刻
、
画
像
を
掲

載
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
『
山
海
経
』
を
彷
彿
さ
せ
る
異
形
の
禽
類
を
収
載
し
た
一
書
で
あ
る
。
同

趣
の
奈
良
絵
本
は
現
在
、
数
点
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
生
成
基
盤
が
万
暦
・

崇
禎
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
四
四
）
に
陸
続
と
出
版
・
舶
載
さ
れ
た
明
代
日
用
類

書
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
（「
描
か
れ
た
異
境
―
明
代
日
用
類
書

と
『
山
海
異
物
』」『
絵
が
物
語
る
日
本　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
訪
ね
て
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
１
）。
本
書
は
田
安
徳
川
家
の
旧
蔵

本
で
あ
り
、
装
訂
等
の
近
似
か
ら
、
同
じ
く
田
安
家
旧
蔵
の
天
理
図
書
館
本
の
ツ
レ

で
あ
る
可
能
性
も
判
明
し
た（『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

第
30
巻 

奈
良
絵
本
集
８
』

「
山
海
異
形
解
題
」（
石
川
透
・
齋
藤
共
著
）
参
照
。
八
木
書
店
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）。

こ
れ
ら
を
承
け
て
、
奈
良
絵
本
お
よ
び
明
代
日
用
類
書
の
受
容
を
め
ぐ
る
研
究
の
一

助
と
す
べ
く
、本
書
の
全
容
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
以
下
、本
書
の
書
誌
を
記
す
。

所
蔵
者
名　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
。
函
架
番
号
、
T86
／
268
。

所
蔵
者
整
理
書
名　

山
海
異
形
。

装
訂　

四
つ
目
袋
綴
。
一
冊
。

表
紙　

金
泥
下
絵
入
り
薄
茶
色
表
紙
。
見
返
し
は
布
目
地
金
紙
。

料
紙　

鳥
の
子
紙
。

寸
法　

縦
一
七
・
三
㎝
×
横
二
四
・
四
㎝
。

外
題
等　

 

表
紙
中
央
に
、
金
泥
下
絵
入
り
の
朱
の
原
題
簽
「
山
海
異
形 

鳥
類
」
を
貼

付
。
題
簽
寸
法
、
九
・
二
㎝
×
二
・
八
㎝
。

字
高　

約
一
四
㎝
。

丁
数　

 
本
文
二
七
丁
。
前
遊
紙
一
丁
。
後
ろ
遊
紙
二
丁
。
た
だ
し
、
前
見
返
し
お
よ

び
挿
絵
丁
の
折
山
部
分
に
ハ
ガ
レ
あ
り
。

挿
絵　

二
六
図
。

印
記　

 

冊
初
に
①
「
田
安
府
芸
堂
印
」（
朱
文
陽
刻
方
印
、
四
辺
五
・
三
㎝
）、
②
「
旧

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
山
海
異
形
』
に
つ
い
て

齋
　
藤
　
真
麻
理

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

奈
良
絵
本
・
明
代
日
用
類
書
・
山
海
経
・
三
才
図
会
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和
歌
山
徳
川
氏
蔵
」（
朱
文
陽
刻
方
印
、
四
辺
三
・
五
㎝
）、
③
「
献
英
楼
図

書
記
」（
朱
文
陽
刻
長
方
印
、
縦
三
・
七
㎝
×
横
二
・
〇
㎝
）、
④
「
南
葵
文
庫
」

（
朱
文
陽
刻
方
印
、
四
辺
三
・
二
㎝
）
の
四
顆
と
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」

あ
り
。

書
写
年
代　

江
戸
時
代
前
期
。

備
考　

 

背
に
「
山
海
異
形　

鳥
類
」
と
金
字
刻
印
し
た
厚
紙
の
帙
に
収
め
る
。
画
像

掲
出
に
際
し
て
は
、ハ
ガ
レ
に
よ
る
白
紙
部
分（
挿
絵
ウ
ラ
な
ど
）は
除
い
た
。

　

本
書
は
右
に
本
文
、左
に
異
鳥
を
一
図
ず
つ
描
く
。
本
来
は
魚
類
に
属
す
る「
飛
魚
」

一
図
が
混
在
す
る
も
の
の
、「
禽
類
」
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
を
欠

く
天
理
図
書
館
蔵
の
奈
良
絵
本
（
神
類
・
獣
類
・
魚
類
・
虫
類
の
四
冊
本
）
を
補
う

位
置
に
あ
る
。
山
海
の
異
形
を
「
神
類
」「
禽
類
」「
獣
類
」「
魚
虫
類
」
の
四
種
に

大
別
し
て
列
挙
す
る
点
は
、
万
暦
・
崇
禎
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
四
四
）
刊
の
日

用
類
書
「
諸
夷
門
」
の
特
色
で
あ
っ
て（

２
）、『
山
海
経
』
や
『
三
才
図
会
』『
本
草
綱
目
』

等
も
同
種
の
異
形
を
収
録
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
分
類
は
用
い
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

本
書
は
明
代
日
用
類
書
を
主
な
素
材
と
し
て
和
文
化
し
、
挿
絵
を
奈
良
絵
本
に
仕
立

て
た
一
書
と
み
て
よ
い
。
な
お
、
後
掲
の
翻
刻
に
示
し
た
と
お
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
の
詞
書
は
原
文
に
比
較
的
忠
実
で
あ
る
が
、
東
京
大
学
本
は
簡
略

化
し
て
詞
書
と
し
て
お
り
、『
妙
錦
萬
寳
全
書
』
な
ど
に
見
ら
れ
な
い
禽
類
を
含
ん

で
い
る
。
ま
た
、
本
来
な
ら
ば
魚
類
に
分
類
さ
れ
る
「
飛
魚
」
一
図
が
混
在
し
て
い

る
が
、
必
ず
し
も
類
書
の
原
文
と
は
合
わ
ず
、『
三
才
図
会
』
の
絵
画
表
現
に
近
い

部
分
も
見
て
取
れ
る
。
従
っ
て
、
天
理
図
書
館
本
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
本
書

も
ま
た
明
代
日
用
類
書
に
拠
り
な
が
ら
、『
三
才
図
会
』
等
の
文
献
を
参
照
し
て
制

作
さ
れ
た
と
思
し
い
。
そ
し
て
、
本
書
と
天
理
図
書
館
本
と
が
揃
い
本
で
あ
る
な
ら

ば
、
約
140
図
も
の
挿
絵
を
備
え
た
奈
良
絵
本
『
山
海
異
形
』
が
制
作
さ
れ
、
楽
し
ま

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
、
大
名
家
を
は
じ
め
と
す
る
相
応
の
享

受
圏
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

〔
注
〕

（
１
）
本
書
の
ほ
か
、
主
要
伝
本
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

① 

天
理
図
書
館
本
（
袋
綴
四
冊
。
計
一
一
三
図
。
天
理
参
考
館
特
別
展
『
天

理
図
書
館
古
典
の
至
宝
』
天
理
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
。『
新
天
理
図

書
館
善
本
叢
書 

第
30
巻 

奈
良
絵
本
集
８
』八
木
書
店
、二
〇
二
〇
年
二
月
）。

　
　

② 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
（
袋
綴
二
冊
。

整
理
番
号M

S

♯
61
。
外
題
「
山
海
異
物
上
（
下
）」、
内
題
「
山
海
異
物
」。

計
四
七
図
）。

　
　

③
杤
尾
武
氏
所
蔵
本
（
端
本
。「
驕
虫
」
以
下
、
計
一
〇
一
図
。）。

　
　

④ 

成
城
大
学
図
書
館
本
（
図
巻
一
軸
。
整
理
番
号388.1/K

A
21/

（W

）。

外
題
「
怪
奇
鳥
獣
図
巻
」。
計
七
六
図
。『
怪
奇
鳥
獣
図
巻
』
工
作
社
、

二
〇
〇
一
年
。
別
冊
太
陽
『
日
本
の
妖
怪
』
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
。

http://w
w

w
.lib.seijo.ac.jp/K

ansu/01_kaikichojyu.htm
l

）。
杤
尾

武
「
日
本
に
お
け
る
山
海
経
図
―
山
海
経
絵
と
山
海
異
物
―
」（
東
洋
文
庫

『
東
洋
学
報
』
九
一
―
四
、二
〇
一
〇
年
三
月
）、尾
崎
勤
「「
怪
奇
鳥
獣
図
巻
」

と
中
国
日
用
類
書
」（『
汲
古
』
四
五
、二
〇
〇
四
年
六
月
）
な
ど
参
照
。

http://www.lib.seijo.ac.jp/Kansu/01_kaikichojyu.html
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（
２
） 
小
川
陽
一
ほ
か
編
『
中
国
日
用
類
書
集
成
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
～

二
〇
〇
四
年
）、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
文
化
室
編
『
明
代
通
俗
日
用

類
書
集
刊
』（
西
南
師
範
大
学
出
版
社
・
東
方
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
影

印
を
収
録
。
京
都
大
学
谷
村
文
庫
本
、
市
立
米
沢
図
書
館
本
等
は
全
デ
ジ
タ

ル
画
像
を
公
開
。
あ
わ
せ
て
、
海
野
一
隆
「『
異
国
物
語
』
の
種
本
」『
日
本

古
書
通
信
』
九
〇
二
、二
〇
〇
四
年
九
月
）
な
ど
参
照
。

〔
附
記
〕

貴
重
な
資
料
の
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

〔
凡
例
〕
禽
類
は
通
し
番
号
を
付
し
、
原
本
の
画
像
、
そ
の
翻
刻
を
掲
載
し
た
。
翻

刻
の
濁
点
は
原
文
ど
お
り
と
し
、
通
読
の
便
の
た
め
私
に
句
点
を
加
え
た
。
ま
た
、

ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
の
詞
書
（【
Ｓ
】）
と
、
明
代
日
用
類
書
の
う
ち
、

最
も
収
録
図
の
多
い
『
妙
錦
萬
寳
全
書
』（【
萬
寳
】）
の
本
文
を
添
え
、
本
稿
末
に

は
収
録
図
の
対
象
表
を
掲
げ
た
。

蔵
書
印
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１
．
玄け
ん
く
わ
く鶴　

雷ら
い
さ
ん山

に
あ
り
。
と
こ
ろ
〴
〵
、
ま
だ
ら
に
う
る
し
の
こ
と
し
、
三
百
六
十
年
を
み
つ

る
と
き
に
、
み
な
、
く
ろ
く
な
る
、
わ
う
し
や
の
を
ん
が
く
あ
る
と
き
に
き
た
る
、

く
は
う
て
い
、
が
く
を
こ
ん
ろ
ん
山
に
な
ら
ふ
と
き
、
け
ん
く
わ
く
、
と
び
か
け
る

と
い
へ
り
、

【
Ｓ 

】
雷ら
い
さ
ん山
に
玄
鶴
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
粹
も
つ
は
ら
く
ろ
う
黒
し
て
漆う
る
し
の
こ
と
し
、
そ
の
壽
こ
と
ふ
き

三
百
六
十
歳
に
み
つ
る
と
き
は
、
す
な
は
ち
、
鈍に
ふ
く
ろ
し黒、
王わ
う
し
や
を
ん
か
く

者
音
楽
の
節せ
つ

な
る
を

も
つ
て
、
す
な
は
ち
い
た
る
、
む
か
し
黄く

は
う
て
い
か
く

帝
楽
を
な
ら
へ
り
、
崑こ
ん
ろ
ん
さ
ん

崙
山
に
お
ゐ

て
玄

け
ん
く
は
く鶴
と
び
か
け
る
こ
と
あ
り
、

【
萬 

寳
】
雷
山
有
玄
鶴
者
粹
黒
如
漆
其
壽
満
三
百
六
十
歳
則
色
純
黒
王
者
以
昔
楽
之

節
則
至
昔
黄
帝
習
楽
於
崑
崙
山
有
玄
鶴
飛
翔

２
．
旱ひ

は
う
て
う

方
鳥

ぎ
し
や
う
さ
ん
に
鳥
あ
り
、
こ
れ
を
見
れ
は
、
い
の
ち
な
が
し
、
じ
や
う
じ
よ
じ
つ

に
い
は
く
、
ぶ
て
い
の
と
き
、
あ
し
ひ
と
つ
あ
る
つ
る
を
さ
ゝ
げ
た
り
、
人
み
な
あ

や
し
む
、
と
う
ば
う
さ
く
、
そ
う
し
て
い
は
く
、
山
か
い
き
や
う
に
い
は
く
、
ひ
は

う
て
う
な
り
と
、
心
む
れ
は
、
は
た
し
て
こ
の
と
り
な
り
、

【
Ｓ 

】
義き
し
や
う章
山
に
鳥
あ
り
、
か
た
ち
鶴つ
る

の
ご
と
く
に
し
て
一
足そ
く

な
り
、
赤
あ
か
ふ
し
ろ
き
く
ち
は
し

紋
白
喙
な
つ

け
て
旱ひ

は
う方
鳥
と
い
ふ
、
見
ゆ
る
と
き
は
、
す
な
は
ち
こ
と
あ
る
な
り
、
尚し
や
う
し
よ
け
つ

書
決

に
い
わ
く
、
漢か

ん

の
武ふ
て
い帝
の
時
、
獨ど
く
そ
く
の
つ
る

足
鶴
を
た
て
ま
つ
る
も
の
あ
り
、
人
み
な
も

つ
て
恠け

い異
と
す
、
東と
う
は
う
さ
く

方
朔
か
そ
う
し
て
ま
う
さ
く
、
山さ
ん
か
い
き
や
う

海
経
に
旱ひ
は
う方
鳥
と
い
へ

る
は
こ
れ
に
あ
ら
は
な
り
と
、
は
た
し
て
是
な
り
、

【
萬 

寳
】
義
章
山
有
鳥
状
如
鶴
一
足
赤
紋
白
喙
名
曰
旱
方
鳥
見
則
有
壽
尚
書
實
云
漢

武
帝
時
有
献
獨
足
鶴
者
人
皆
以
為
怪
異
東
方
朔
奏
曰
山
海
經
云
旱
方
鳥
也
驗
之

果
是

３
．
鵸き

よ鵌

よ
く
ば
う
さ
ん
の
中
に
あ
り
、
こ
の
と
り
、
か
し
ら
三
つ
、
お
六
つ
有
、
み
づ
か
ら

女
と
お
に
な
る
な
り
、
よ
く
わ
ら
ふ
、
そ
の
名
を
き
よ
と
い
ふ
、
こ
れ
を
く
ら
へ
ば
、

ね
ふ
ら
す
、
つ
は
も
の
を
ふ
せ
ぐ
、

【
Ｓ 

】
翼よ
く
は
う望
山
の
中
に
鳥
あ
り
、そ
の
か
た
ち
烏か
ら
すの
こ
と
く
に
し
て
、三
首か
し
ら

六
尾お

な
り
、

み
つ
か
ら
牝め

を牡
を
な
し
て
よ
く
わ
ら
ふ
、
そ
の
名
を
鵸き

よ鵌
と
い
ふ
、
こ
れ
を
服ふ
く

す
れ
は
、
人
を
し
て
ね
ふ
ら
ざ
ら
し
む
、
こ
れ
を
佩は
い

す
れ
は
、
凶け
う
へ
い兵
を
ふ
せ
く

へ
し
、

【
萬 

寳
】
翼
望
山
之
中
有
鳥
其
形
状
如
烏
而
三
首
六
尾
自
為
牝
牡
善
笑
其
名
曰
鵸
鵌

服
之
令
人
不
眯
音
昧
物
入
目
中
曰
眯
佩
之
可
禦
兵

４
．
鸞ら

ん

ち
よ
ま
さ
ん
に
あ
り
、
此
鳥
い
つ
る
と
き
は
天
下
大
平
な
り
、
し
う
の
け
い
わ
う
の

時
、
に
し
の
え
ひ
す
國
よ
り
、
さ
ゝ
け
き
た
る
、

【
Ｓ 
】
女ち
よ
ま
さ
ん

麻
山
に
鳥
あ
り
、
か
た
ち
翟き
じ

の
こ
と
し
、
玉き
よ
く
せ
う乗こ
と
〳
〵
く
そ
な
は
る
、
身

は
雉き

じ

の
こ
と
く
に
し
て
、
尾お

は
な
が
し
、
名
つ
け
て
鸞ら
ん

と
い
ふ
、
見
ゆ
る
と
き

は
す
な
は
ち
天
下
太
平
な
り
、
周し

う

の
景け
い
わ
う王
の
時
、
西せ
い
じ
う戎
よ
り
た
て
ま
つ
れ
り
、

【
萬 

寳
】
女
來
山
有
鳥
状
如
瞿
玉
乗
畢
備
身
如
雉
而
尾
長
名
曰
鸞
見
則
天
下
太
平
周
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成
王
時
西
戎
曽
将
來
献

５
．
瞿く

如じ
よ

た
う
く
わ
さ
ん
に
此
鳥
あ
り
、
そ
れ
、
に
は
と
り
に
に
て
、
尾
は
し
ろ
く
な
か
し
、

か
し
ら
三
つ
有
、
な
く
こ
と
、
く
ぢ
よ
と
い
ふ
也
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬 

寳
】
祷
過
山
有
鳥
状
如
鵁
似
鳬
脚
而
小
延
尾
白
首
三
面
二
足
曰
瞿
如
其
鳴
亦
自

呼
６
．
䖪し

そ鼠

く
ふ
さ
ん
に
と
り
有
、
か
た
ち
は
に
は
と
り
の
こ
と
し
、
お
は
ね
ず
み
の
尾
に
ゝ
た

り
、
み
づ
か
ら
、
し
そ
と
な
く
、
あ
ら
は
る
ゝ
時
、
大
き
に
ひ
て
り
す
、

【
Ｓ 

】
拘こ
う
ふ
さ
ん

扶
山
に
鳥
あ
り
、
か
た
ち
鶏
に
は
と
りの
こ
と
く
に
し
て
、
鼠ね
す
み
の
お尾
な
り
、
名
つ
け
て

䖪し

そ鼠
と
い
ふ
、
見
ゆ
る
と
き
は
大
に
旱ひ
で
りす
、

【
萬
寳
】
狗
扶
山
有
鳥
状
如
鷄
而
鼠
尾
名
曰
䖪
鼠
見
則
大
旱

＊
明
代
日
用
類
書
の
う
ち
、「
不
求
人
」系
統
の
本
文
は「
数
斯
」の
呼
称
で
立
項
す
る
。

７
．
鸑が

く
さ
く鷟

た
ん
け
つ
さ
ん
に
、
が
く
さ
く
有
、
ほ
う
わ
う
の
た
く
ひ
な
り
、
ま
た
神じ

ん
て
う鳥
な
り
、

國こ
く
ご語
に
い
は
く
、
し
う
の
よ
、
お
こ
ら
ん
と
す
る
と
き
、
か
く
さ
く
、
き
さ
ん
に
な

く
と
あ
り
、

【
Ｓ 

】
丹た
ん
け
つ穴
山
に
鸑
鷟
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
鳳ほ
う

の
た
ぐ
ひ
、
又
神し
ん
て
う鳥
な
り
、
鳳ほ
う

の
こ
と

く
五
色
に
し
て
、
紫
む
ら
さ
きお
ほ
し
、
國こ
く
ご語
に
い
わ
く
、
周し
う

の
お
こ
ら
ん
と
て
、
鸑
鷟

岐き
さ
ん山
に
な
け
り
、

【
萬 

寳
】
丹
穴
山
有
鸑
鷟
者
鳳
之
属
也
亦
神
鳥
也
如
鳳
五
色
而
多
紫
國
語
曰
周
之
興

也
亦
鸑
鷟
鳴
于
岐

８
．
比ひ

よ
く
て
う

翼
鳥

け
つ
こ
う
こ
く
に
、
ひ
よ
く
の
と
り
あ
り
、
じ
が
に
い
は
く
、
な
ん
ば
う
に
、
ひ
よ

く
て
う
あ
り
、
こ
れ
を
け
ん
と
い
ふ
、
け
む
の
ち
う
に
、
目
ひ
と
つ
、
つ
ば
さ
一
つ

あ
り
、
あ
は
せ
て
と
ぶ
、
ひ
と
つ
と
ふ
こ
と
、
あ
た
は
ず
、
て
い
わ
う
、
か
う
〳
〵

の
と
く
あ
る
と
き
、
此
と
り
い
づ
る
な
り
、

【
Ｓ 

】
結け
つ
け
う
こ
く

胸
國
に
比
翼
鳥
あ
り
、
尓し

が雅
に
い
は
く
、
南
方
に
比ひ
よ
く
の翼

鳥
あ
り
、
比な
ら
へす

し
て

は
と
ぶ
こ
と
あ
た
は
す
、
こ
れ
を
鶼け

ん

と
い
ふ
、
鶼ひ
よ
くは
鳧か
も

の
か
た
ち
に
に
て
、
一

目
一
翼つ

は
さに
し
て
、あ
を
く
あ
か
き
色
な
り
、あ
ひ
ま
ち
合
て
す
な
は
ち
と
ぶ
な
り
、

王わ
う
し
や
こ
う
と
く
ゆ
う
ゑ
ん

者
孝
徳
幽
遠
な
る
と
き
は
、
そ
の
と
り
い
た
れ
る
也
、

【
萬 

寳
】
結
胸
國
有
比
翼
鳥
尒
雅
云
南
方
有
比
翼
鳥
不
比
不
飛
謂
之
鶼
鶼
註
云
似
鳬

其
状
一
目
一
翼
而
青
赤
色
相
得
乃
飛
王
者
有
孝
徳
幽
遠
則
其
禽
乃
至
矣

９
．
数す

し斯

か
た
ち
か
ら
す
の
こ
と
く
に
て
、
あ
し
は
人
の
こ
と
し
、
な
づ
け
て
す
し
と
い
ふ
、

わ
か
身
を
く
ら
ひ
て
、
や
す
る
な
り
、

【
Ｓ 

】（
項
目
名
は
数す

し斯
）
そ
の
か
た
ち
、
鴉か
ら
すの
こ
と
く
に
し
て
人
の
足
な
り
、
数
斯

と
名
づ
く
、
お
の
れ
か
癭そ

を
く
ら
へ
り
、
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【
萬
寳
】（
項
目
名
は
癭
斯
）
其
状
如
鴉
人
足
名
癭
斯
食
之
己
癭

10
．
鳬ふ
け
い渓

ろ
く
た
い
さ
ん
に
あ
り
、
名
を
み
つ
か
ら
ふ
け
い
と
よ
ぶ
、
こ
の
と
り
い
つ
る
と
き

は
、
ひ
や
う
ら
ん
お
こ
る
と
い
へ
り
、

【
Ｓ 

】
鹿ろ
く
た
い臺
山
に
鳥
あ
り
、
か
た
ち
雄ゆ
う
け
い鶏

を
に
は
と
りの
こ
と
く
に
し
て
人ひ
と
の面
な
り
、
名
つ
け
て
鳬

渓
と
い
ふ
、
そ
の
な
く
こ
と
、
み
つ
か
ら
よ
ば
ふ
、
見
ゆ
る
と
き
は
兵

ひ
や
う
ら
ん乱
あ
り
、

【
萬
寳
】
鹿
臺
山
有
鳥
形
如
雄
雞
人
面
名
曰
鳬
渓
自
鳴
自
呼
見
則
有
兵

11
．
が
く

か
し
ら
ひ
と
つ
に
身
三
つ
あ
り
、か
た
ち
、く
ま
た
か
の
こ
と
く
、く
ろ
き
も
ん
あ
り
、

か
し
ら
は
、
い
ろ
あ
か
し
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
一
首
三
身
状
如
鵰
黒
紋
而
赤
頸
名
曰

12
．
駝だ
け
い鷄

せ
い
ざ
ん
に
あ
り
、
か
し
ら
の
た
か
さ
七
尺
あ
ま
り
、
か
た
ち
は
に
は
と
り
の
こ
と

し
、

【
Ｓ 

】
西せ
い
さ
ん山

に
鳥
あ
り
、
頭か
し
らの

た
か
さ
七
尺
あ
ま
り
、
名
つ
け
て
駝
鶏
と
い
へ
り
、
か

た
ち
ま
た
鶏

に
は
と
りの
こ
と
く
に
し
て
長な
が
く
び頸
な
り
、

【
萬
寳
】
西
山
有
鳥
頭
高
七
尺
餘
名
曰
駝
鷄
状
亦
如
鷄

13
．
鴸し

ゆ

ち
や
う
ぜ
つ
さ
ん
に
あ
り
、
名
つ
け
て
し
ゆ
と
い
ふ
、
な
く
こ
と
、
わ
か
名
を
よ
ぶ
、

こ
の
と
り
あ
ら
は
る
ゝ
と
き
、
そ
の
く
に
ゝ
わ
ざ
わ
ひ
有
て
、
人
お
ほ
く
し
せ
り
、

【
Ｓ 

】
長ち
や
う
せ
つ舌山
の
中
に
鳥
あ
り
、
そ
の
か
た
ち
鴟と
ひ

の
こ
と
し
、
人
頭か
し
ら

人
面か
ほ

な
り
、
あ

し
は
人
の
手
の
こ
と
く
、
身
は
鳥
の
こ
と
し
、
名
つ
け
て
鴸し

ゆ

と
い
へ
り
、
そ
の

名
を
み
つ
か
ら
よ
ば
ふ
、
見
ゆ
る
と
き
は
す
な
は
ち
、
そ
の
國
の
王
出
は
な
ち
、

多
曠く

は
うの
士
ま
た
お
ほ
く
は
な
た
る
、

【
萬 

寳
】
長
舌
山
中
有
鳥
其
形
状
如
鴟
而
首
人
面
脚
如
人
手
而
鳥
身
名
曰
鴸
其
鳴
自

呼
見
則
其
國
主
多
曠
士
又
主
多
放
士
放
逐
也

14
．
疎そ

き斯

く
は
ん
だ
い
さ
ん
に
、そ
き
と
い
ふ
と
り
あ
り
、人
を
見
る
と
、す
な
は
ち
、お
と
る
、

み
つ
か
ら
な
く
こ
と
、
わ
が
名
を
よ
ふ
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
灌
題
山
有
鳥
状
如
雌
雉
反
面
見
人
乃
躍
名
曰
踈
斯
自
其
鳴
自
呼

京都大学谷村文庫蔵
『新刻群書摘要士民便用一事不求人』
京都大学貴重資料デジタルアーカイブ
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/

item/rb00012389

https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00012389
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00012389
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15
．
𩿦こ

よ䳜

た
ん
や
う
さ
ん
に
、
と
り
あ
り
、
か
た
ち
は
か
ら
す
に
に
た
り
、
あ
し
あ
か
く
、
き

よ
く
わ
に
ゝ
て
、
な
く
こ
と
、
わ
か
名
を
よ
ふ
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
杻
陽
山
有
鳥
状
如
烏
足
赤
色
名
曰

䳜
可
以
禦
穴

16
．
長ち

や
う
び
け
い

尾
鷄

て
う
せ
ん
こ
く
に
あ
り
、
か
た
ち
は
、
に
は
と
り
に
に
て
、
お
の
な
か
さ
三
じ
や
く

あ
ま
り
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
朝
鮮
有
鳥
状
如
鷄
其
毛
長
三
尺
名
曰
長
尾
鷄

17
．
飛ひ

ぎ
よ魚

つ
の
あ
り
、
ひ
れ
あ
り
、
あ
し
四
つ
、
身
に
も
ん
あ
り
、

【
Ｓ 

】
騩き
さ
ん山
の
河か
ち
う中
に
飛ひ
ぎ
よ魚
お
ほ
し
、
か
た
ち
豚い
の
この
こ
と
し
、
あ
か
き
紋も
ん

あ
つ
て
三
足そ
く

に
し
て
角つ
の

あ
り
、
こ
れ
を
佩は
い

す
れ
は
雷ら
い
て
い霆
を
お
そ
れ
す
、
ま
た
兵
つ
は
も
のを
ふ
せ
く
と

な
り
、

【
萬
寳
】
騩
音
魏
山
河
中
多
飛
魚
状
如
豚
赤
紋
三
足
有
角
佩
之
不
畏
雷
霆
亦
可
以
禦
兵

＊ 

日
用
類
書
お
よ
び
Ｓ
本
と
も
に
「
飛
魚
」
は
三
本
足
で
あ
る
が
、
東
大
本
は
四
つ

足
に
描
く
。『
三
才
図
会
』
の
「
飛
魚
」
が
四
枚
の
鰭
を
持
つ
表
現
に
近
い
。

18
．
馬ば
け
い鷄

か
こ
く
さ
ん
に
あ
り
、
か
た
ち
は
、
に
は
と
り
の
こ
と
し
、
く
ち
ば
し
、
あ
し
、
く

れ
な
ゐ
に
し
て
、
は
ね
も
け
も
あ
を
く
、
み
と
り
色
な
り
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
嘉
谷
山
有
鳥
状
如
鷄
嘴
脚
皆
紅
羽
毛
青
緑
名
曰
馬
鷄

19
．
絜け

つ
き
ん鈎

し
ん
さ
ん
に
あ
り
、
か
し
ら
、
あ
し
、
か
も
の
こ
と
く
に
て
、
お
は
ね
す
み
の
お
の

ご
と
し
、
木
に
よ
く
は
い
の
ほ
る
、
此
鳥
み
ゆ
る
時
は
、
國
に
か
さ
を
わ
つ
ら
ふ
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
䃌
音
真
山
有
鳥
状
如
鳬
而
鼠
尾
善
登
木
名
曰
絜
鈎
見
則
國
多
疾
疫

国立公文書館デジタルアーカイブ
『三才図会』「飛魚」
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20
．
精せ
い
え
い衛

は
つ
き
う
さ
ん
に
、と
り
あ
り
、か
た
ち
、か
ら
す
の
こ
と
く
に
て
、か
し
ら
し
ろ
く
、

く
ち
ば
し
あ
か
し
、
な
く
事
、
せ
い
え
い
と
い
ふ
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬 

寳
】
発
鳩
山
有
鳥
状
如
烏
白
首
赤
喙
名
曰
精
衛
自
鳴
自
呼
是
神
農
之
少
女
名
女

娃
昔
迪
東
海
溺
而
不
返
化
為
精
衛
常
収
西
山
之
林
石
以
填
東
海

21
．

せ
う
ふ

䳤

き
さ
ん
の
う
ち
に
あ
り
、
そ
の
か
た
ち
、
に
は
と
り
の
こ
と
く
に
し
て
、
身
一
つ
に
、

か
し
ら
三
つ
あ
り
、
は
か
い
は
三
つ
、
あ
し
六
つ
あ
り
、
こ
れ
を
く
ら
へ
は
、
人
わ

か
く
な
り
、
ね
ふ
る
こ
と
な
し
、
な
く
こ
と
、
せ
う
ふ
と
い
ふ
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬 

寳
】
䳤

鳥
者
生
居
基
山
之
中
其
形
状
如
鷄
一
身
三
首
六
目
六
足
三
翼
名
曰
䳤

食
之
令
人
少
睡

22
．
ぐ

か
た
ち
、
か
う
に
に
た
り
、
人
の
か
ほ
に
に
て
、
目
四
つ
、
み
ゝ
あ
り
、
み
ゆ
る
時
は
、

大
き
に
ひ
で
り
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
鷄
山
有
鳥
状
如
梟
人
面
四
目
有
耳
名
曰
音
隅
其
鳴
自
呼
見
則
大
旱

23
．
䴅ほ

ん

か
ら
す
の
こ
と
く
、
身
の
い
ろ
し
ろ
く
、
お
、
あ
か
く
、
あ
し
六
つ
あ
り
、
大
か
う

さ
ん
に
い
つ
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
な
し

24
．
た
い

に
は
と
り
に
ゝ
た
り
、
目
三
つ
、
こ
ゑ
、
ゐ
の
こ
の
こ
と
し
、
こ
れ
を
く
へ
は
、
ね

つ
を
や
ぶ
る
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
な
し

25
．
䳩よ

う

や
ま
と
り
の
こ
と
く
、
尾
な
か
く
し
て
身
あ
か
し
、
な
く
こ
ゑ
、
わ
か
な
を
よ
ぶ
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
な
し

26
．
樂ら

く
て
う鳥

り
ん
か
い
さ
ん
に
、
ら
く
て
う
い
つ
る
こ
と
あ
り
、
そ
の
か
た
ち
、
五
し
き
也
、
く

ち
ば
し
丹あ

か
きな
り
、
か
し
ら
朱し
ゆ

な
り
、
あ
か
き
く
は
ん
あ
り
、
て
い
わ
う
、
め
い
と
く

に
し
て
、
天
下
大
平
の
と
き
み
ゆ
る
、

【
Ｓ
】
な
し

【
萬
寳
】
臨
海
山
有
出
楽
鳥
其
状
五
色
丹
喙
赤
首
有
冠
王
者
有
明
徳
天
下
太
平
則
見
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東京大学本
『山海異形 鳥類』
全 26 図

『妙錦萬寳全書』
巻之四 諸夷門「山海異物」
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建仁寺両足院本

『中国日用類書集成』12 所収

スペンサー・コレクション本
『山海異物』
全 47 図
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3 鵸鵌（きよ） 22 03 青耕（東大本なし） 鸞（らん）
4 鸞（らん） 18 04 鴢鳥（東大本なし） 比翼鳥（ひよくのとり）
5 瞿如（くじよ） 23 05 樂鳥 鸑鷟（がくさく）
6 䖪鼠（しそ） 24 06 脂（東大本なし） 䖪鼠（しそ）
7 鸑鷟（がくさく） 19 07 䴑鳥（東大本なし） 数斯（すし）
8 比翼鳥（ひよくてう） 10 08 蠧 （東大本なし） 鳬渓（ふけい）
9 数斯（すし） 25 09 踈斯 駝鶏（だけい）　※以上上冊
10 鳬渓（ふけい） 27 10 比翼鳥 鴸（しゆ）　　　※以下下冊
11 （がく） 11 11 鵸鵌（きよ）
12 駝鷄（だけい） 30 12 䳜

13 鴸（しゆ） 21 13 絜鈎
14 踈斯（そき） 09 14 精衛
15 䳜（こよ） 12 15 鳥鼠同穴（東大本なし）
16 長尾鷄（ちやうびけい） 31 16 
17 飛魚（ひぎよ） ― 17 當 （東大本なし）
18 馬鷄（ばけい） 29 18 鸞
19 絜鈎（けつきん） 13 19 鸑鷟
20 精衛（せいえい） 14 20 䳤

21 䳤 （せうふ） 20 21 鴸

22 （ぐ） 16 22 鵸鵌

23 䴅（ほん） ― 23 瞿如
24 （たい） ― 24 䖪鼠
25 䳩（よう） ― 25 癭斯
26 樂鳥（らくてう） 05 26 鵺（東大本なし）

27 鳬渓
28 白雉（東大本なし）
29 馬鷄
30 駝鷄
31 尾長鶏

東大本※欄には『妙錦萬寳全書』の通し番号を示した。スペンサー本・東大本の（ ）は原本の振り仮名。


